
 

（三）精密加工に係る技術に関する事項  

 １ 精密加工に係る技術において達成すべき高度化目標 

  （１）当該技術の現状 

当該技術は、金属等の材料に対して機械加工・塑性加工等を施すことで

精密な形状を生成する精密加工技術である。製品や製品を構成する部品を

直接加工するほか、部品を所定の形状に加工するための精密な工具や金型

を製造する際にも利用される。 

具体的な技術としては、金属、プラスチック、セラミックス、ゴム、木

材等多岐にわたる材料を目的に応じた形状に成形加工するために、機械・

工具又は金型等で圧力を加えて所要の形状・寸法に塑性変形・塑性流動さ

せて成形する技術や金属プレス機等の加圧装置を用いて、金型形状を転写

する加工技術等が挙げられる。また、切削工具、電気、光エネルギー等を

用いて素材の一部を除去し、必要な寸法や形状を得る加工技術等、様々な

技術が用いられる。これらの技術はいずれも製造業の根幹をなす基幹技術

であり、特に、様々な加工の中心となる工作機械、鍛圧機械の技術レベル

は、他の産業の競争力に大きな影響を与えている。 

当該技術の中には、熟練技術者の匠の技・ノウハウ・経験に依存してい

るものも多く、その継承・育成を図る必要がある。一方、三次元ＣＡＤ技

術の進歩によるデザインの高品位化・複雑化の急激な進展に伴い、高度化

する要請に対し、熟練された技術・技能を活かしつつ対応していくことも

重要である。 

当該技術の川下製造業者等の産業分野としては、ほぼ全ての機械製品が

該当するが、その重要性が高い分野として、医療機器、航空宇宙機器、自

動車、情報通信機器、ロボット、産業機械、農業機械、造船等が挙げられ

る。 

 

（２）当該技術の将来の展望 

当該技術はものづくりの根幹となる技術であり、ものづくり産業全体の

競争力を決定づける重要技術である。特に量産段階においてはコスト競争

力が重要な要素であり、新興国等の競合国の技術水準も向上しているた

め、コスト面での競争激化が予想される。 

また、熟練技術者の技能継承・育成に加えて、データベースの整備によ

る部品自体のデザインの高品位化、高精度複雑形状加工の高度化、軽量化

難加工素材加工の高度化、製品精度の向上を重視した微細加工といった川

下製造業者等からの高度な要望にも応えていく必要がある。 

さらに、国内製造業の海外生産シフト、新興国等の追随等により、当該技



 

術の市場環境の変化に応じていくことも、今後一層重要な課題になる。 

他方、ＩｏＴ、ＡＩ等の活用によって、こうした課題を解決し、精密加工

に係る技術の高度化やそれに関連した新たなサービスが創出される可能性

がある。例えば、熟練技術者の作業をセンシングし、ＡＩによる解析によっ

て暗黙知である匠の技・ノウハウをデジタル化することや、稼働データ等に

基づく最適な精密加工機械の制御による製品の品質確保など、更なる技術

の高度化等の可能性を有している。ＩｏＴ・ＡＩ等を活用した新たな技術を

求める川下製造事業者等の産業分野も、より一層広がっていく可能性を有

しており、こうした新たな技術を活用した積極的な取組が求められる。 

 

（３）川下分野横断的な共通の事項 

当該技術の川下製造業者等が抱える共通の課題及びニーズ並びにそれ

らを踏まえた高度化目標を以下に示す。 

 

①川下製造業者等の共通の課題及びニーズ 

    ア．高機能化・精密化・軽量化 

      製品の品質及び安全性の確保、高効率化等に対する川下製造業者等

からの要求水準は高まっており、これに対応して機械・機器製品全般

の高度化が必要とされている。そのため、機械・機器製品を構成する

部材について、より高い加工精度が求められている。 

    イ．新たな機能の実現 

      川下製造業者等の用途に応じた高精度化が求められるが、微細加工

によって体内に入っても生体への影響がない等の新たな機能の発現

に繋がることも期待される。また、難加工素材に対応する新たな加工

技術も求められる。 

    ウ．品質の安定性・安全性の向上 

      機械・機器製品を構成する部材については、加工精度をより高める

ことが、川下製品の品質の安定性・安全性を確保するために求められ

ている。また、製品の長寿命化に向け、高硬度材、高脆性材料の加工

技術も求められるほか、安定供給を維持するための生産設備の予防保

全等の技術の高度化も求められる。 

エ．高感性化 

      高機能性、高信頼性といった従来の価値を超えて、使用者の感性に

働きかける製品が認知されてきている。ユーザーニーズの高感性化が

進む中、製品の美しいデザイン形状や表面の仕上がり等高い意匠性を

付加する技術の向上が求められている。 



 

    オ．環境配慮 

      機械製品については、部材に再生可能材料が利用される等、リサイ

クル性等に配慮した設計を行う等、環境負荷の低減が求められてい

る。また、加工工程の中で発生する騒音や振動に加え、熱処理にかか

るエネルギー、廃棄物（除去物、切削油、廃液等）等を削減すること

は、地域社会との共存の観点からも重要な課題である。また、二酸化

炭素等の温室効果ガスの排出の抑制は地球規模での大きな課題であ

り、加工プロセスの効率化や工程の削減による製品製造時の省エネ

ルギー及び加工に伴う廃棄物の削減等、環境負荷の低減が期待され

る。 

 

    カ．生産性・効率化の向上、低コスト化 

 加工技術の高度化、自動化を実現することで、工程の削減等が可能

となり、製品の低コスト化に貢献することが期待される。また、加工

の高効率化や高速化等の実現により生産を効率化し、製品の短納期化

を進めることが期待される。 

 

②高度化目標 

    ア．当該技術が持つ物理的な諸特性の向上 

 精密加工において求められる加工精度の向上、生産性の向上、製品

の長寿命化、加工工程数の削減や騒音・廃棄物の削減による環境負荷

への配慮等は当該技術の高度化における代表的な目標である。 

更なる加工技術の高度化のためには、高速域における高い回転精

度及び高い運動精度等の各種超高精度化、製品・素材の高剛性化、難

加工材への対応が重要な目標である。また、製品の長寿命化に対して

も、寿命予測等に向けた技術の高度化が求められる。 

また、これら加工技術単体の機能の高度化のみならず、複数の機能

を併せ持つ複合化も重要な目標である。 

    イ．品質の安定性・安全性の向上 

      川下製品の品質の安定性・安全性を確保するために高精度の実現が

重要であるが、その際の課題となっている、加工時及び仕上げ加工時

の残留応力による変形を抑制する技術の高度化が求められている。ま

た、製品の高機能化のためには、せん断加工で生じるバリやプレス機

器の性能低下につながるかす上がりの抑制技術及び自動処理技術の

向上が重要である。 

    ウ．環境配慮の取組 



 

      加工工程における工作機械・工具・製品の洗浄工程の削減、潤滑剤

（油等）の使用量の削減、リサイクルへの配慮、加工機械の消費エネ

ルギーの削減といった、省エネルギーと環境調和性を実現するための

技術開発を行う。 

    エ．プロセスの革新・ＩＴ活用の高度化 

      ＣＡＤ、ＣＡＭ、ＣＡＥといった情報技術、シミュレーション技術

の活用により、工程設計、加工のトライ、修正期間の短縮化が実現さ

れている。今後、適用範囲の拡大や最適化技術との融合等によりシミ

ュレーション技術を高度化し、更なる解析精度の向上、工程の削減を

行う。 

 

    オ．生産性・効率化の向上、低コスト化 

国際的に厳しいコスト競争を勝ち抜くために、生産性・効率化の向

上（自動化、加工速度の向上、生産合理化システムの確立、金型の精

度向上）、不良率の低減（歩留まり向上）、型や切削工具等の長寿命

化等を実現する。 

カ．ＩｏＴ、ＡＩ等によるデータ利活用の推進 

ＩｏＴ、ＡＩ等のデータ利活用に関する急速な技術革新が進展する

ことによって、精密加工技術に関するあらゆるプロセス等を革新し、

新たなサービスが創出される可能性がある。こうした技術・ツールを

積極的に活用し、上記ア．からオ．までに掲げる精密加工に係る技術

の高度化目標を実現する。 

 

（４）川下分野特有の事項 

当該技術の川下製造業者等が抱える特有の課題及びニーズ並びにそれ

らを踏まえた高度化目標を以下に示す。 

 

１）医療・健康・介護分野に関する事項 

医療分野では、超高齢社会における医療機器の高度化の必要性から、製

品の長寿命化に向けた高硬度材（高強度セラミックス等）や生体適合性及

び生体親和性の高い材料、生体修復機能材料等の新材料開発が進みつつ

ある。また、個々の患者に適合した形状を実現するオーダーメイド対応へ

の必要性も生じてきているため、難削材加工、複雑形状加工、衛生面に配

慮した一品加工への対応が求められる。中でも医療器具では感染防止等

の観点から、使い捨て製品が普及しており、特に人体に接触するものは安

全性、リスク低減の観点から、その利用増加が見込まれる。 



 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．高衛生・信頼性・安全性の保証 

イ．生体親和性向上 

ウ．フレキシブル生産 

エ．寿命向上 

オ．リビジョン対応 

カ．手術手技の簡素化(操作性向上） 

       ②高度化目標 

ア．精密・微細加工技術等の向上 

イ．衝撃を吸収するために工夫された構造と素材に対応した加工技術の

構築 

ウ．難加工材・新材料加工対応 

エ．複雑形状加工対応 

オ．ＩＴ、ＩｏＴ等を活用したフレキシブル生産技術の向上 

カ．洗浄工程の削減及び潤滑剤使用の低減 

キ．ソフトウェアを利用したカスタムメイド対応 

ク．多品種少量生産等に対応した低コスト化技術の向上 

     ２）環境・エネルギー分野に関する事項 

     再生可能エネルギーを中心とする風力発電や水力発電に用いる機器に

おいては、複雑形状部材や大型部品、新材料を用いた発電の効率化が重要

となる。その他、風力発電、太陽光発電や電池、ＬＥＤ(Light Emitting 

Diode)等の環境配慮型機器においても、生産工程の高度化や効率化を図っ

ていくことが求められている。特に二次電池のケースや防爆機能部材、燃

料電池のセパレーター等を量産する際のプレス加工法や成形システムが

求められている。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．高効率化 

イ．複雑形状化 

ウ．コンパクト化  

エ．軽量化 

オ．高リサイクル化 

②高度化目標 

ア．複雑形状部品の加工性向上 

イ．微細形状の加工技術の向上 

ウ．薄肉材料の加工技術の確立・高度化 

エ．難加工材・新材料加工対応 



 

オ．大型部品の少量生産技術の向上 

カ．複合材料の加工技術の向上 

キ．自然由来材料の活用技術の向上 

 

３）航空宇宙分野に関する事項 

     航空分野においては、航続距離延長や低燃費化等の観点から、機体の軽

量化が求められ、構造の一体化、中空化、薄肉化やＣＦＲＰ（Carbon-Fiber-

Reinforced Plastic）等の複合材の導入等が進められている。また、エン

ジンの燃費向上の流れを受けたタービン部の高温化に伴い、エンジン関連

機器・部品では超耐熱鋼が用いられる。これらの材料は難加工材であり、

機械加工ロスを削減するためネットシェイプ化が急務である。 

他方、宇宙分野においては、人工衛星の小型化に伴い部品・コンポーネ

ント搭載のためのスペース確保の観点から、構体形状設計の自由度の高さ

が求められ、構造の一体化、３Ｄプリンタ利用等の新手法による構体製造

等が進められている。また、今後、ロケット等の需要増加に伴い、コスト

競争力強化や、それを実現するための生産性を高める技術開発が求められ

る。 

 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．高機能化（高剛性、高比強度、耐熱性、耐食性等） 

イ．信頼性向上 

ウ．軽量化、ネットシェイプ化 

エ．燃費向上 

オ. 構体形状設計の自由度向上 

②高度化目標 

ア．一体部品・複雑形状部品加工対応 

イ．薄肉形状・中空形状加工対応 

ウ．難加工材（耐熱合金、チタン合金等）に対応した加工技術の向上 

エ．新材料（ＣＦＲＰ等）加工対応 

オ. 新規製造手法への対応 

 

４）その他の川下分野に関する事項 

a.自動車分野に関する事項 

各国において自動車に対する燃費規制、排出ガス規制等の環境規制が

遂次強化されている中で、自動車産業では、環境対応や徹底したコストダ

ウンが求められている。このため、車体の軽量化、エンジン、バッテリ、



 

モーターその他電子部品の効率の向上等が課題となっている。また、自動

車が本来持つ機能上の付加価値の創出や多様化する顧客ニーズにこたえ

るために、デザイン形状や衝突安全性の高度化、短納期開発・フレキシブ

ルな生産も重要な事項となっている。さらに近年では、自動車部品のリサ

イクル性及びリユース化への配慮も必要となっている。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．衝突時の安全性の向上 

イ．軽量化  

ウ．複雑形状化・一体加工化 

エ．燃費向上 

オ．ハイブリッド化、ＥＶ化、燃料電池化 

カ．静粛性向上 

キ．操作性向上 

ク．フレキシブル生産 

②高度化目標 

ア．衝撃を吸収するために工夫された構造と素材に対応した加工技術

の構築 

イ．複雑三次元形状等を創成する加工技術及び一体加工技術の構築 

ウ．難加工材・新材料加工対応 

エ．ＩＴ、ＩｏＴ等を活用したフレキシブル生産技術の向上 

オ．複合加工、部品組立及び工程短縮等を可能とする技術の向上 

カ．材料歩留まりの向上に寄与する技術の高度化 

 

b.スマートホーム分野に関する事項 

情報技術の進展やデジタル家電製品の高機能化の進展に伴い、微細化

された電子部品等の稼動時の発熱等に対応した新材料等についても加工

技術を確立していく必要がある。 

スマートフォンやタブレット、ノートパソコン等のデジタル家電につ

いては軽量化・薄型化が進む中で高い剛性・耐衝撃性の確保が必要であり、

高強度化、軽量化・小型化に適した非鉄金属加工の高度化、応用展開の進

展が見込まれる。 

また、製品のＩＴ化、ＩｏＴ化が進む中で、生活シーンに密接な関係に

ある様々な製品がＩＴ、ＩｏＴ製品に置き換わることが見込まれており、

新たな使用場面や環境を想定した加工技術が重要となる。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．高剛性化 



 

イ．複雑形状化 

ウ．高機能化 

エ．製品意匠面の高品位化 

オ．高強度化 

カ．軽量化 

キ．静音化・高放熱化 

②高度化目標  

ア．難加工材に対応した加工技術の向上 

イ．精密・微細加工技術等の向上 

ウ．複雑三次元形状等を創成する加工技術の向上 

エ．高い意匠性を付加する加工技術の向上 

オ．中量・多品種生産に対応した加工技術の実現 

カ．複合材加工、部品組立及び工程短縮等の実現 

キ．材料歩留まりの向上に寄与する技術の高度化 

 

c.ロボット分野に関する事項 

ロボット分野では、高度な知能ソフトウェアやネットワーク技術、分散

システム技術、センシング技術等の情報通信技術の活用による機能の更な

る高度化と活用範囲の拡大が求められている。今後、需要の増加が見込ま

れるサービスロボットでは、安全性、信頼性、利便性に係る技術的な水準

が従来の産業用ロボットに比べて高いレベルで要求されることから、要素

技術の高度化が必要である。こうしたニーズを踏まえ、難加工材や皮膚に

類似した新素材に応じた微細加工、複雑形状加工への対応が必要とされて

いる。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．安全性の向上 

イ．複雑形状加工 

ウ．高耐久性・高信頼性の実現 

エ．フレキシブル生産 

②高度化目標 

ア．精密・微細加工技術等の向上 

イ．ＩＴ、ＩｏＴ等を活用したフレキシブル生産技術の向上 

ウ．複合材加工、部品組立及び工程短縮等を可能とする技術の高度化 

エ．中量・多品種生産に対応した加工技術の実現 

 

d.産業機械・農業機械分野に関する事項 



 

各種生産に係る産業機械は、貿易立国である我が国において重要な基

盤産業であり、また、農業機械は今後課題となる食糧問題解決のために必

要な産業である。これら産業において用いられる部品は当該技術を活用し

たものも多いため、当該技術への要請は一層高まっていくものとなる。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．高機能化（加工技術の組み合わせ・複合化） 

イ．高耐久性の実現 

②高度化目標 

ア．加工技術を組み合わせ・複合化した加工プロセスの高度化 

 

２ 精密加工に係る技術における高度化目標の達成に資する特定研究開発等の

実施方法 

当該技術に対する川下製造業者等の課題及びニーズに対応するための技

術開発の方向性を５点に集約し、以下に示す。 

 

（１）技術要素の高度化に対応した技術開発の方向性 

①高精度化 

②小型化・高剛性化 

③工具・金型等の長寿命化 

④高合金鋼・軽金属・難加工材・新素材への対応 

⑤薄肉加工 

⑥中空化 

⑦中量・多品種生産 

⑧複合一体化 

 

 （２）高効率化に対応した技術開発の方向性 

①加工の高速化・自動化 

②加工工程等の削減 

③コストの削減 

④材料歩留まり向上 

⑤効率化・省人化 

⑥仕上げ自動化 

⑦検査の自動化 

⑧測定方法の革新 

 

（３）管理技術の高度化に対応した技術開発の方向性 



 

①データベースの構築と活用 

②工場の高度化 

③技術の複合化 

④製造における安全・環境の向上 

⑤製造における品質管理 

⑥技術・技能のデジタル化 

⑦シミュレーション技術の高度化 

 

（４）環境配慮に向けた技術開発の方向性 

   ①省エネルギー・省資源化 

   ②周辺環境への配慮 

   ③リサイクル 

   ④潤滑剤使用量等の低減化 

 

（５）ＩｏＴ、ＡＩ等を活用した技術開発の方向性 

   ①センサ技術等を活用した信頼性の高いデータの取得・蓄積 

②ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による設備等の予知保全・遠隔保守、運用最適

化、匠の技のデジタル化等を通じた精密加工に係る技術開発プロセス

の効率化・生産性向上 

   ③ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による新たなサービス創出 

 

３ 精密加工に係る技術において特定研究開発等を実施するに当たって配慮

すべき事項 

厳しい内外環境を勝ち抜く高い企業力を有する自律型企業へと進化する

ためには、川上中小企業者等は、以下の点に配慮しながら、研究開発に積極

的に取り組み、中核技術の強化を図ることが望ましい。 

 

（１）今後の当該技術の発展に向けて配慮すべき事項 

①産学官の連携に関する事項 

川下製造業者等、公設試験研究機関、大学等と積極的に連携し、事業化

に向けたニーズを把握しつつ、独創的な研究・技術開発を行うことが重要

である。その際、自らが有する技術についての情報発信を適切に行い、円

滑に研究開発が進むよう努めるべきである。特にＩｏＴ・ＡＩ等の活用に

おいては、例えば、センサや情報処理など、それぞれの専門分野や技術等

の強みを活かした企業間の連携が重要であり、当該技術分野を超えて、複

数の技術分野を組み合わせた研究開発が求められる。 



 

②人材確保・育成及び技術・技能の継承に関する事項 

技術力の維持・向上に必要な人材の確保・育成のために、若手人材のリ

ーダーへの育成に努めるとともに、熟練技術者とのペアリングによる研究

管理や、ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による熟練技術者の匠の技・ノウハウのデ

ジタル化等により、技術・ノウハウを若年世代へ円滑に継承していく必要

がある。また、ＩｏＴ、ＡＩ等の新たな技術の活用に求められるデータサ

イエンティスト等の専門技術者の確保・育成にも取り組んでいくことが必

要である。 

③生産プロセスの革新に関する事項 

製品開発過程においても、常に自動化、省エネルギー、省スペースとい

ったプロセスイノベーションを意識する必要がある。また、自由度の高い

製造工程と生産性の向上を目指し、研究開発段階においても、積極的にＩ

ＴやＩｏＴ、ＡＩ等の活用を図ることが望ましい。 

④技術体系・知的基盤の整備、現象の科学的解明に関する事項 

公的機関が提供する標準物質・計量標準等の知的基盤を有効に活用し

つつ、計測技術及びシミュレーション技術を用いて、自らの技術や技能の

科学的な解明に努めるとともに、技術や技能のデータベース化を図りなが

ら技術体系を構築していくことが重要である。 

⑤知的財産に関する事項 

自社が保有する技術を知的財産として認識し、管理していくことが重

要であり、その有効な手段である特許権取得を適切に図る必要がある。他

方、特許出願すれば、その内容が公になることや、特許権の効力は出願国

にしか及ばないことから、特許出願せずにノウハウとして秘匿する方が好

ましい場合もあり、戦略的な対応が求められる。 

川下製造業者等は、川上中小企業者等と共同で研究開発等を行う場合

には、事前に知的財産権の帰属、使用範囲等について明確に取決めを行う

とともに、川上中小企業者等が有する知的財産を尊重すべきである。 

⑥サイバーセキュリティ対策・プライバシー配慮に関する事項 

ＩＴやＩｏＴ、ＡＩ等の活用に際しては、その前提となるサイバーセキ

ュリティ対策や取得するデータに関するプライバシーへの配慮等につい

て併せて検討することが重要である。 

 

（２）今後の当該技術に係る川上中小企業者等の発展に向けて配慮すべき

事項 

①グローバル展開に関する事項 

積極的に海外市場の開拓を図るためには、環境・エネルギー等のグロー



 

バルな社会課題への対応や、ターゲットとなる市場のニーズに応じた製品

開発を進める必要がある。海外展開を進める際には、競争力の源泉となる

技術の流出防止を徹底することが重要であり、流出の懸念がある技術につ

いてはブラックボックス化を進める等の対策を講じるべきである。また、

ＩｏＴ、ＡＩ等のデータ利活用を前提とした製品・サービスについては、

グローバルに流通することも見据えて、データに関する海外法制等にも留

意した設計・開発を進めるべきである。 

②取引慣行に関する事項 

川上中小企業者等及び川下製造業者等は、受発注時における諸条件や

トラブル発生時の対処事項等について契約書等で明確化することが望ま

しい。また、下請代金の支払遅延や減額等の禁止行為を定めた下請代金支

払遅延等防止法や、取引対価の決定や下請代金の支払い方法等について、

親事業者と下請事業者のよるべき基準を示した、下請中小企業振興法に定

める「振興基準」を遵守し取引を行わなければならない。 

③サービスと一体となった新たな事業展開に関する事項 

単なる製品の提供に留まらず、デザイン思考（Design Thinking）を用

いることで、ユーザーの潜在的な課題や期待に対して、従来の概念に囚わ

れずに、自らの保有技術とビジネス価値を同期させるプロセスを導入し、

ユーザーや市場ニーズを満足させるサービス・機能・ソリューションの開

発、提供を進めていくことが重要である。特にＩｏＴ、ＡＩ等を活用した

研究開発を進めるに当たっては、川下製造事業者や市場の反応を試作品等

にフィードバックさせながら、技術・製品の開発を進めていくといったア

ジャイル型の研究開発の視点を持つことも重要である。 

④事業の継続に関する事項 

自社の人材、インフラ、取引構造等について日頃から正確に把握し、災

害等が発生した場合の早期復旧とサプライチェーンの分断防止のため、危

機対処方策を明記した事業継続計画（ＢＣＰ）をあらかじめ策定しておく

ことが重要である。 

⑤計算書類等の信頼性確保、財務経営力の強化に関する事項 

取引先の拡大、資金調達先の多様化、資金調達の円滑化等のため、川上

中小企業者等は、「中小企業の会計に関する基本要領」又は「中小企業の

会計に関する指針」に拠った信頼性のある計算書類等の作成及び活用に努

め、財務経営力の強化を図ることが重要である。 

⑥ＩｏＴ、ＡＩ等によるデータ利活用に関する事項 

ＩｏＴ、ＡＩ等の活用により、川上中小企業者等が有する基盤技術の高

度化を図ることが期待される一方、重要な技術情報等を狙ったサイバー攻



 

撃は増加傾向にあり、その手口も巧妙化している。データを扱うに当たっ

ては、「ＩｏＴセキュリティガイドライン」等を参考にしつつ、こうした

サイバー攻撃のリスクを認識し、自社に加え、取引先等の関係者も含めた

セキュリティ対策を講じることが重要である。また、中小企業者等が、他

者と連携してデータを活用・共有するためには、データの利活用促進と適

切な保護の観点から、「データの利用権限に関する契約ガイドライン」等

を参考にしつつ、データ活用の在り方に関して十分な協議の上で公平かつ

適切に取り決めを行い、契約においてデータの利用権限や保護の考え方を

明確にしていくことが重要である。 

 

 

  




